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（2）第１５９号 令和５年８月発行みやこ漁協だより

◆
組
合
長
挨
拶
―
―
―
―
―

　
本
日
の
「
令
和
５
年
度
通
常

総
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
と
な
っ
た
も
の

の
、
い
ま
だ
に
収
束
し
て
い
な
い

状
況
を
踏
ま
え
、
事
前
の
議
決
権

行
使
を
推
奨
し
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
我
々
も
、
昨
今
の
厳
し
い
環
境

下
に
あ
る
中
、
組
合
員
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
役
職

員
一
同
、
更
な
る
健
全
経
営
を
目

指
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
は
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

●
承
認
・
決
定
さ
れ
た
各
議
案
●

○�

令
和
４
年
度
（
第
74
年
度
）
貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
剰

余
金
処
分
案
・
注
記
表
及
び
事

業
報
告
に
つ
い
て

○�

令
和
５
年
度
（
第
75
年
度
）
事

業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

○�

第
一
種
区
画
漁
業
権
の
取
得
に

つ
い
て

○�

第
一
種
共
同
漁
業
権
の
取
得
に

つ
い
て

○�

第
二
種
共
同
漁
業
権
の
取
得
に

つ
い
て

○�

第
五
種
共
同
漁
業
権
の
取
得
に

つ
い
て

○�

第
一
種
区
画
漁
業
権
行
使
規
則

の
制
定
に
つ
い
て

○�

第
一
種
共
同
漁
業
権
行
使
規
則

の
制
定
に
つ
い
て

○�

第
二
種
共
同
漁
業
権
行
使
規
則

の
制
定
に
つ
い
て

○�

第
五
種
共
同
漁
業
権
行
使
規
則

の
制
定
に
つ
い
て

○�

第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

の
制
定
に
つ
い
て

○�

第
一
種
共
同
漁
業
権
行
使
契
約

に
つ
い
て

○�

第
二
種
共
同
漁
業
権
行
使
契
約

に
つ
い
て

○�

第
一
種
区
画
漁
業
権
管
理
委
員

会
設
置
規
程
の
設
定
に
つ
い
て

○�

第
一
種
共
同
漁
業
権
連
合
管
理

委
員
会
設
置
規
程
の
設
定
に
つ

い
て

○�
第
二
種
共
同
漁
業
権
連
合
管
理

委
員
会
設
置
規
程
の
設
定
に
つ

い
て

○�

漁
業
権
行
使
規
程
の
設
定
に
つ

い
て

〇
漁
業
権
の
行
使
料
に
つ
い
て

〇
漁
業
の
経
営
に
つ
い
て

○�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画
の
達
成
状
況
報
告
及
び
設

定
に
つ
い
て

　
　
そ
の
他

○�

令
和
４
年
度
総
会
（
総
代
会
）

で
議
決
し
た
事
項
の
処
理
状
況

に
つ
い
て

●
報
告
さ
れ
た
事
業
の
概
況
●

◎
共
済
事
業

　「
浜
の
安
心
を
未
来
へ
～
ひ
ろ
げ

よ
う
共
済
の
輪
～
Ｊ
Ｆ
共
済
３
か

年
計
画
」
の
最
終
年
度
を
実
施
し

た
結
果
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）

は
７
２
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
購
買
事
業

　
定
置
漁
獲
量
減
少
や
ト
ラ
ウ
ト

用
船
舶
変
更
等
に
よ
り
Ａ
重
油
の

使
用
数
量
が
計
画
を
下
回
っ
た
が
、

漁
網
綱
類
、
一
般
機
器
類
、
ゴ
ム

製
品
類
、
包
装
資
材
、
そ
の
他
漁

業
資
材
が
計
画
を
上
回
る
結
果
と

な
り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）

は
４
６
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
販
売
事
業

　
天
然
生
産
物
の
ウ
ニ
は
、
順
調

な
口
開
け
回
数
や
魚
市
場
個
人
出

荷
再
開
に
よ
り
、
数
量
、
金
額
と

も
に
前
年
を
上
回
り
、
ア
ワ
ビ
に

つ
い
て
は
、
口
開
け
回
数
が
３
回

に
留
ま
っ
た
も
の
の
、
単
価
高
に

通　常　総　 会　開　催通　常　総　 会　開　催
（第 74 年度）令 和 5 年 度

　
令
和
５
年
度
通
常
総
会
６
月
28
日
（
水
）
宮
古
漁
協
ビ
ル
４
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に
令
和
５
年
度
事
業
計
画
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
通
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
と
同
様
に
書
面

に
よ
る
議
決
権
行
使
の
方
法
を
案
内
し
、
正
組
合
員
３
９
９
名
（
本
人
出
席
２
０
名
、
書
面
決
議

３
７
９
名
）
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
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よ
り
金
額
で
前
年
を
上
回
り
、
ナ

マ
コ
に
つ
い
て
は
前
年
並
み
の
水

揚
げ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
養
殖
生

産
物
の
カ
キ
は
、
成
育
不
良
等

に
よ
り
歩
留
り
の
低
下
が
あ
っ
た

が
、
他
県
の
大
幅
な
出
荷
数
量
減

少
に
よ
り
高
値
で
推
移
し
、
ホ
タ

テ
に
つ
い
て
も
、
数
量
、
金
額
は

と
も
に
堅
調
に
推
移
し
、
事
業
総

利
益
（
粗
利
益
）
は
１
，３
４
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　
製
氷
工
場
と
自
動
製
氷
販
売

機
に
よ
り
供
氷
体
制
を
整
え
、
各

種
漁
船
漁
業
及
び
出
荷
業
者
の
高

鮮
度
な
水
産
物
の
水
揚
げ
・
販
売

に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
へ

の
安
定
し
た
餌
料
供
給
及
び
保
管

に
努
め
る
と
と
も
に
、
衛
生
管
理

を
徹
底
し
た
冷
凍
販
売
品
の
生
産

と
ワ
カ
メ
等
の
受
託
加
工
を
行
っ

た
。
事
業
取
扱
数
量
に
つ
い
て
、

製
氷
部
門
で
は
サ
ン
マ
等
の
不
漁

の
影
響
が
大
き
く
計
画
数
量
を
下

回
っ
た
が
、
出
荷
業
者
等
へ
の
販

売
数
量
が
伸
び
、
前
年
度
を
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
。
冷
凍
販
売

品
部
門
で
は
前
浜
に
水
揚
げ
さ
れ

る
魚
種
を
取
扱
い
、
サ
ン
マ
・
秋

サ
ケ
の
不
漁
の
な
か
、
計
画
・
前

年
度
と
も
に
上
回
る
数
量
と
な
っ

た
。
受
託
加
工
部
門
は
、
ワ
カ
メ

が
減
産
と
な
る
な
か
、
助
宗
タ
ラ

な
ど
を
取
扱
い
、
計
画
を
上
回
る

実
績
と
な
っ
た
が
、
事
業
総
利
益

（
粗
利
益
）
は
▲
４
，６
４
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

◎
漁
業
自
営
事
業

　
主
要
魚
種
で
あ
る
秋
サ
ケ
は
、

近
年
春
先
の
海
水
温
が
高
く
な
る

傾
向
が
続
い
て
い
る
影
響
か
ら
、
北

海
道
及
び
日
本
海
側
で
漁
獲
量
の

増
加
と
回
帰
率
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
要
因
が
見
ら
れ
、
漁
獲

尾
数
は
前
年
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
、

尾
数
は
11
千
尾
、
数
量
は
29
ト
ン

と
魚
体
が
小
さ
く
数
量
は
昨
年
度

を
下
回
っ
た
。
そ
の
他
の
魚
種
で
は

サ
バ
の
漁
獲
増
加
や
単
価
高
に
も

恵
ま
れ
、
総
水
揚
高
は
計
画
を
上

回
る
結
果
と
な
り
、
事
業
総
利
益

（
粗
利
益
）
は
４
６
，８
３
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

◎
市
場
事
業

　
地
方
卸
売
市
場
の
役
割
と
し
て
、

受
入
態
勢
の
強
化
並
び
に
公
正
な

販
売
取
引
を
念
頭
に
置
き
、
廻
来

船
誘
致
活
動
及
び
品
質
衛
生
管
理

の
充
実
を
図
り
、
水
揚
増
大
を
目

標
に
日
々
努
め
た
結
果
、
依
然
と

し
て
秋
サ
ケ
が
不
漁
で
あ
っ
た
が
、

ス
ル
メ
イ
カ
の
水
揚
数
量
・
金
額

と
も
に
増
加
し
た
た
め
、
数
量
・

金
額
と
も
に
ほ
ぼ
計
画
並
の
実
績

と
な
り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）

は
計
画
を
上
回
る
１
６
，７
５
１
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
造
船
事
業

　
安
全
を
第
一
に
生
産
向
上
に
努

め
た
結
果
、
上
架
隻
数
並
び
に
修

理
料
の
増
加
に
よ
り
受
入
利
用
料

は
計
画
を
上
回
る
６
，
５
９
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
指
導
事
業

　「
地
域
再
生
営
漁
計
画
」、「
浜

の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」、「
漁
業
生

産
力
の
発
展
に
関
す
る
計
画
」
を

基
軸
と
し
て
取
組
み
な
が
ら
、「
未

来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海
計
画
」
に

基
づ
く
漁
場
環
境
調
査
等
を
継
続

し
て
行
っ
た
。

　
広
報
誌
「
漁
協
だ
よ
り
」
の
掲

載
内
容
の
充
実
に
努
め
、
下
部
組

織
で
あ
る
女
性
部
・
青
壮
年
部
に

対
し
活
動
助
成
金
を
交
付
し
、
支

援
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
取
締

機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、
漁

業
秩
序
の
維
持
及
び
漁
業
権
行

使
規
則
等
の
遵
守
・
励
行
の
周

知
、
遭
難
対
策
、
密
漁
防
止
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
磯
根
資
源

の
増
繁
殖
を
図
る
た
め
、
ア
ワ
ビ

種
苗
３
０
５
千
個
、
ナ
マ
コ
種
苗

２
０
千
個
、
内
湾
浅
海
域
に
お
い

て
は
ア
サ
リ
２
．
８
ト
ン
、
ホ
ッ

キ
貝
１
ト
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
放
流

し
、
魚
類
に
い
て
は
、
ヒ
ラ
メ

稚
魚
５
６
．
２
千
尾
、
ア
ユ
稚
魚

１
５
０
㎏
を
放
流
し
、
う
ぐ
い
の

産
卵
場
造
成
に
も
努
め
た
。
ま
た
、

所
得
税
・
消
費
税
確
定
申
告
指
導

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
資
材
価

格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
組

合
員
に
対
し
、
水
産
業
資
材
価
格

高
騰
緊
急
対
策
事
業
に
よ
る
支
援

措
置
を
行
っ
た
。

　
高
浜
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
・
ホ

ヤ
の
種
苗
生
産
を
実
施
し
安
定
供

給
に
努
め
る
な
ど
、
本
年
度
は
、

岩
手
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
ア

サ
リ
種
苗
量
産
技
術
開
発
業
務
を

実
施
し
た
。
加
え
て
、
令
和
元
年

９
月
よ
り
実
証
試
験
と
し
て
実
施

し
て
き
た
宮
古
市
か
ら
の
委
託
事

業
で
あ
る
陸
上
魚
類
養
殖
ホ
シ
ガ

レ
イ
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
を
以

て
終
了
致
し
ま
し
た
。

通　常　総　 会　開　催通　常　総　 会　開　催
（第 74 年度）令 和 5 年 度
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◎
さ
け
・
ま
す
ふ
化
放
流
事
業

　
今
年
度
の
秋
サ
ケ
の
回
帰
は
、

昨
年
度
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
以

前
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
津

軽
石
・
松
山
両
ふ
化
場
の
稚
魚
生

産
尾
数
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
卵

等
の
移
入
に
よ
り
、
計
画
を
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

◎
無
線
事
業

　
所
属
漁
船
へ
の
定
時
気
象
通

報
・
救
命
胴
衣
着
用
の
周
知
と
併

せ
、
各
警
報
・
注
意
報
発
令
時
や

ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
等
の
開
口
時
に
は

い
ち
早
い
情
報
発
信
に
努
め
、
北

朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
に
は
漁
業

安
全
情
報
伝
達
迅
速
化
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
緊
急
速
報
を
発
信
致
し
ま

し
た
。

◎
魚
類
養
殖
事
業

　
第
３
期
目
と
し
て
、
令
和
４

年
４
月
よ
り
７
月
中
旬
ま
で
出

荷
し
、
数
量
は
計
画
を
下
回
り

ま
し
た
が
、
水
揚
金
額
は
単
価

高
に
支
え
ら
れ
、
計
画
を
上
回
る

１
１
２
百
万
円
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

◎
利
用
事
業

　
組
合
員
の
漁
業
生
産
活
動
を
助

長
す
る
た
め
、
各
共
同
利
用
施
設

の
適
正
な
管
理
と
運
営
に
努
め
ま

し
た
。

◎
そ
の
他
の
事
業

　
森
林
と
海
洋
資
源
と
の
密
接
な

関
係
性
を
踏
ま
え
て
、
森
林
管
理

巡
視
に
よ
る
資
産
の
維
持
と
管
理

に
努
め
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
回
復
や
各
種
政
策
の
効
果

を
通
じ
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、

海
外
景
気
の
下
振
れ
が
我
が
国
の

景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
、
物

価
上
昇
や
供
給
面
で
の
制
約
、
金

融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
に
十

分
注
意
し
先
行
き
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
水
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
下
が

続
い
て
お
り
、
組
合
員
の
期
待
と

信
頼
に
応
え
る
漁
協
組
織
体
と
し

て
、
従
前
に
も
増
し
て
よ
り
健
全

な
漁
業
経
営
機
能
の
確
立
と
組
織

基
盤
の
強
化
・
充
実
を
目
指
し
、

「
岩
手
県
漁
協
組
織
強
化
計
画
」

を
基
軸
に
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
岩
手

の
新
運
動
方
針
等
の
着
実
な
推
進

と
実
現
に
取
組
み
、
水
産
資
源
の

適
切
な
管
理
と
水
産
業
の
成
長
産

業
化
を
両
立
さ
せ
た
活
力
あ
る
漁

業
を
構
築
す
る
た
め
、
浜
の
構
造

改
革
や
漁
業
者
（
組
合
員
）
の
所

得
向
上
に
向
け
た
改
革
を
促
進

し
、
協
同
組
織
体
と
し
て
不
測
の

事
態
に
も
耐
え
う
る
強
靭
な
体
制

構
築
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
実
践
に
は
、
組
合
員
各
位

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
こ

そ
実
効
が
挙
が
る
も
の
で
あ
り
、

次
の
重
点
事
項
を
掲
げ
鋭
意
専
心

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１�

．
組
合
員
の
信
頼
に
応
え
う
る

更
な
る
組
織
強
化
を
目
指
し
、

「
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
新
運
動
方
針
」

に
対
応
し
た
「
岩
手
県
版
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
実
践
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

２�

．
改
正
漁
業
法
に
基
づ
く
「
漁

業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る
計

画
」、「
地
域
再
生
営
漁
計
画
」

及
び
「
浜
の
活
力
再
生
（
広
域
）

プ
ラ
ン
」
を
基
軸
に
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
諸
課
題
解
決
に

向
け
、
引
き
続
き
そ
の
実
行
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

３�

．
組
織
基
盤
の
強
化
・
充
実
を

目
指
し
「
長
期
事
業
計
画
（
経

営
改
善
計
画
）」
の
着
実
な
推

進
と
実
現
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

４�
．
環
境
保
全
対
策
の
継
続
実
施

と
海
洋
環
境
の
注
視
に
努
め
、

資
源
管
理
型
漁
業
の
効
果
的

実
践
に
よ
る
漁
業
生
産
力
の
向

上
、
及
び
適
切
な
漁
場
管
理
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

５�

．
衛
生
管
理
の
徹
底
に
よ
る
各

種
水
産
物
の
「
安
全
・
安
心
・

高
品
質
化
」
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

６�

．
組
合
員
の
経
営
安
定
に
貢
献

し
う
る
各
般
事
業
の
効
率
的
か

つ
積
極
的
展
開
、
及
び
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
削
減
と
可
能
な
限
り

の
自
助
努
力
を
傾
注
し
、
組
合

経
営
の
健
全
性
確
保
と
組
織
基

盤
の
強
化
・
安
定
を
目
指
し
ま

す
。

７�

．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令

等
遵
守
）
の
徹
底
と
内
部
管
理

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

８�

．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
よ
る
行
動
変
容
へ
の

対
応
に
努
め
ま
す
。

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

平
成 

（
令
和
元
）
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

第
一
回
理
事
会

（ ） ５月
 １日

第
二
回
理
事
会

（ ） ５月
２２日

理
事
会
報
告

㈠��

令
和
５
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

㈡�

資
産
自
己
査
定
の
報
告
に
つ
い

て
㈢�

固
定
化
債
権
の
回
収
状
況
及
び

処
理
方
針
に
つ
い
て

㈣�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

㈤�

漁
業
権
一
斉
切
替
に
伴
う
区
画

漁
業
権
及
び
共
同
漁
業
権
取
得

並
び
に
漁
業
権
行
使
規
則
制
定

等
に
つ
い
て

㈥�

漁
業
の
経
営
に
つ
い
て

㈦�

第
一
種
共
同
漁
業
権
行
使
規
則

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㈧�

令
和
４
年
度
業
務
報
告
に
つ
い

て
㈨�
令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

　
　
そ
　
の
　
他

㈠�

魚
市
場
水
揚
報
告
に
つ
い
て

㈡�

登
録
買
受
人
届
出
事
項
変
更
に

つ
い
て

㈢�

令
和
４
年
度
組
合
脱
退
者
の
報

告
に
つ
い
て

㈣�

令
和
４
年
度
下
半
期
開
催
の
理

事
会
決
定
事
項
の
処
理
状
況
に

つ
い
て

㈠�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画
の
設
定
に
つ
い
て

㈡�

ア
サ
リ
種
苗
量
産
技
術
開
発
事

業
（
県
委
託
事
業
）
に
つ
い
て

㈢�

令
和
４
年
度
業
務
全
般
監
査
報

告
に
つ
い
て

㈣�

総
代
会
・
総
会
提
出
議
案
審
議

に
つ
い
て

㈤�

総
代
会
・
総
会
開
催
日
時
決
定

に
つ
い
て

㈥�

参
事
の
任
免
に
つ
い
て

　
　
そ
　
の
　
他

㈠�

育
英
奨
学
生
の
採
用
に
つ
い
て

㈡�

業
務
報
告
に
つ
い
て

㈢�

ト
ラ
ウ
ト
の
出
荷
状
況
等
に
つ

い
て

㈣�

令
和
５
年
度
宮
古
市
水
産
課
関

係
事
業
に
つ
い
て

㈤�

岩
手
県
知
事
及
び
岩
手
県
議
会

議
員
選
挙
に
係
る
推
薦
依
頼
の

取
扱
い
に
つ
い
て



（5） 第１５９号 令和５年８月発行みやこ漁協だより

　「
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海
計

画
」
に
基
づ
く
漁
場
環
境
調
査
に

つ
い
て
、
日
出
島
・
臼
木
・
白

浜
漁
場
の
三
定
点
に
お
け
る
透
明

度
・
水
温
・
比
重
・
栄
養
塩
（
硝

酸
態
窒
素
）
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
御
報
告
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
と
昨
年
同
期

を
比
較
し
ま
す
と
、
水
温
…
４
月

か
ら
７
月
ま
で
で
は
昨
年
よ
り
高

く
推
移
し
て
い
ま
す
。
比
重
…
10

ｍ
層
で
は
、
日
出
島
と
白
浜
が
４

月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ

ぼ
例
年
通
り
で
安
定
し
て
い
ま

す
。
栄
養
塩
…
昨
年
と
比
べ
て
全

体
的
に
低
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
漁
協
だ
よ
り
等
、
各
支

店
・
支
所
に
て
結
果
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
参
考
に

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て
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４月 ５月 ６月 ７月 ４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月 ４月 ５月 ６月 ７月

白　浜

 日出島

臼　木

（μg/o) （μg/o)

硝
酸
態
窒
素
（

　ｍ
）

10

(℃) (℃)

水
温
（

　ｍ
）

10

比
重
（

　ｍ
）

10

硝
酸
態
窒
素
（
０
ｍ
）

比
重
（
０
ｍ
）

水
温
（
０
ｍ
）

透
明
度
（
ｍ
）



施工中（青）　 施工済（赤）

・Ⅱ期間結工、左岸管理橋完了・締切内用地整形、基礎杭工、取付道路

堰柱（P4・P5）を立ち上げるための基礎杭工事を実施します。

①基礎杭工（鋼管杭 : 水叩部）: 鹿島 JV

　打込み工法 : 打撃工法（ダウンザホールハンマ工法）

騒音 : あり　振動作業 : あり　作業時間　8時00分〜19時00分

作業期間　2023年6月〜9月頃まで

②基礎杭工（鋼管杭 : 堰柱・中央床板）: 鹿島 JV

　打込み工法 : 回転圧入工法

騒音 : なし　振動作業 : なし　作業時間　昼夜作業あり

作業期間　2023年10月〜2024年9月頃まで

《　閉 伊 川 水 門 工 事 の 進 捗 状 況 に つ い て　》

（6）第１５９号 令和５年８月発行みやこ漁協だより

『職員人事異動のおしらせ』



施工中（青）　 施工済（赤）

・Ⅱ期間結工、左岸管理橋完了・締切内用地整形、基礎杭工、取付道路

堰柱（P4・P5）を立ち上げるための基礎杭工事を実施します。

①基礎杭工（鋼管杭 : 水叩部）: 鹿島 JV

　打込み工法 : 打撃工法（ダウンザホールハンマ工法）

騒音 : あり　振動作業 : あり　作業時間　8時00分〜19時00分

作業期間　2023年6月〜9月頃まで

②基礎杭工（鋼管杭 : 堰柱・中央床板）: 鹿島 JV

　打込み工法 : 回転圧入工法

騒音 : なし　振動作業 : なし　作業時間　昼夜作業あり

作業期間　2023年10月〜2024年9月頃まで

《　閉 伊 川 水 門 工 事 の 進 捗 状 況 に つ い て　》

（7） 第１５９号 令和５年８月発行みやこ漁協だより

 １．退　職

氏　　名 職　　　名 備　　　考

鈴　木　誠　一 市場販売部市場販売課市場販売主任 定年退職（令和５年５月３１日付）

山　崎　淳　子 市場総務部市場総務課市場総務係長 定年退職（令和５年６月３０日付）

 ２．採　用

氏　　名 職　　　名 備　　　考

鈴　木　誠　一 市場販売部市場販売課市場販売主任（嘱託） 再雇用（令和５年６月１日付）

山　崎　淳　子 市場総務部市場総務課市場総務係長（嘱託） 再雇用（令和５年７月１日付）

 ３．異　動（令和５年６月１日付）

氏　　名 異　動　後 異　動　前

坂　下　尚　司 参事（市場担当）兼市場総務部長（嘱託） 市場販売部長（嘱託）

吉　田　好　栄 市場販売部長 市場販売部市場販売課長

大久保　清　隆 市場販売部市場販売課長 市場販売部市場販売課市場販売課長代理

中　村　裕　作 市場販売部市場販売課市場販売係長 市場販売部市場販売課市場販売主任

在　原　一　謙 市場販売部市場販売課市場販売係長 市場販売部市場販売課市場販売主任

中　家　一　輝 市場販売部市場販売課市場販売主任 市場販売部市場販売課市場販売係

井戸端　勝　治 市場総務部市場総務課市場総務係（嘱託） 参事（市場担当）兼市場総務部長（嘱託）

金　丸　　　守 市場販売部市場販売課市場販売係 市場販売部市場販売課市場販売係長

 ４．異　動（令和５年７月１日付）

氏　　名 異　動　後 異　動　前

佐々木　彪　吾 総務部津軽石ふ化場係
金融共済部金融共済課金融共済係

（信漁連宮古山田支店係）

『職員人事異動のおしらせ』

　
令
和
５
年
７
月
13
日
宮
古
市
藤
の

川
海
水
浴
場
に
お
い
て
、
当
青
壮
年

部
が
主
体
と
な
り
、
宮
古
市
立
高
浜

小
学
校
地
び
き
網
漁
業
体
験
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
晴
天
の

中
、
生
徒
40
名
で
引
き
網
開
始
。
漁

獲
し
た
魚
を
間
近
で
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
、
生
徒
全
員
興
味
深
々
で
、

な
か
に
は
「
家
に
持
ち
帰
り
た
い
。」

「
食
べ
た
い
。」
な
ど
、
様
々
な
声
が
聞

こ
え
、
魚
食
普
及
に
繋
が
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
地

元
漁
業
者
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
お

か
げ
で
、
地
び
き
網
漁
業
体
験
を
無

事
に
大
成
功
で
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
当
青
壮
年
部
で
は
、
漁
業
体

験
等
を
実
施
し
、
地
元
地
域
の
皆
様
と

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

信漁連窓口営業時間の変更について

　宮古山田支店の窓口について、下記のとおり営業時間を

変更とさせていただきますので、よろしくお願いします。

実　 施　 日　令和５年 10 月２日（月）より

窓口休業時間　12：30 ～ 13：30

窓口営業時間　９：00 ～ 12：30 及び 13：30 ～ 15：00

地
び
き
網
漁
業

体
験
に
つ
い
て



定
置
漁
船
　
第
十
八
日
出
島
丸

定
置
漁
船
　
第
十
八
日
出
島
丸（（
1919
ト
ン
）

ト
ン
）
竣
工
竣
工

（8）第１５９号 令和５年８月発行みやこ漁協だより

　
暑
さ
厳
し
き
折
柄
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
の
ウ
ニ
漁
は
終
了
し
ま

し
た
が
浜
は
ま
だ
ま
だ
活
気

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
先
月
と
い
え
ば
、
宮
古
漁

協
の
定
置
網
漁
船
の
新
造
船

「
第
十
八
日
出
島
丸
」
の
入
港

セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
大
漁
旗
を
掲
げ
、
演
歌
と

と
も
に
入
港
す
る
姿
が
と
て
も

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
暦
を
見
れ
ば
も
う
九

月
ま
で
幾
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
サ
ン
マ
漁
・
秋
サ
ケ

漁
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
十
一

月
か
ら
は
、
ア
ワ
ビ
漁
も
始
ま

り
ま
す
。
安
全
操
業
に
務
め
て

頂
き
、
大
漁
に
な
る
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
次
号
（
第
百
六
十
号
）
は

令
和
六
年
一
月
発
行
の
予
定
で

す
。

　
宮
城
県
の
㈲
大
勝
造
船
に
て
予

て
よ
り
建
造
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
定
置
漁
船
「
第
十
八
日
出
島
丸
」

が
竣
工
し
、
去
る
７
月
12
日
に
宮

古
港
に
回
航
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
井
組
合
長
以
下
役

職
員
、
そ
の
他
関
係
者
多
数
が
参

加
す
る
な
か
、
お
披
露
目
す
る
と

共
に
安
全
操
業
と
大
漁
の
願
い
を

込
め
て
進
水
祝
い
を
行
い
ま
し

た
。

　
本
船
は
総
ト
ン
数
19
ト
ン
、
馬

力
数
　
kW
の
高
性
能
漁
船
で
あ
り
、

水
揚
げ
の
始
ま
っ
た
日
出
島
漁
場

の
主
力
船
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

みやこ漁協だより

令和５年８月発行����Ｎｏ.１５９

（創刊　昭和６０年６月）

発行　宮古市光岸地４番４０号

　　　宮古漁業協同組合
　　　（☎宮古（６２）１２３４㈹）

編集責任者　大　井　誠　治

湊大杉神社例大祭
　令和５年７月３０日、湊大杉神社例大祭が

執り行われました。新型コロナウイルス感染

症により４年振りとなりましたが、御神輿

が市内を練り歩き、猛暑にも負けず、地域

の安全と繁栄を祈りました。
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